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研究要旨 

本研究では、がん医療のより一層の充実を推進するために、がん患者・家族に対する効果

的な精神心理的支援法を開発する。具体的には、家族・遺族の精神心理的苦痛に関する内外

の知見を系統的にレビューするとともに、その有病率と危険因子を同定し、これらをもとに

効果的なスクリーニング方法を開発する。あわせて家族・遺族の精神心理的負担の軽減に資

する介入法の開発も行う。本目的を達成するために、次の 3つの研究を実施し、研究代表者と

して、各研究の進捗を確認し、総括を行った。 
研究Ⅰ【系統的レビューの実施と家族・遺族及び医療従事者向け支援ガイドの作成】 

研究Ⅱ【つらさを抱える遺族に適切なこころのケアを届けるための体制構築】 

研究Ⅲ【こころの病気予防および回復プログラムの開発】 

    また自身の担当分として、家族・遺族のためのホームページを開設するとともに、遺族のための 

行動活性化療法のアプリを試作した。 

 

 

Ａ．研究目的 

本研究では、がん医療のより一層の充実を推

進するために、がん患者・家族に対する効果的な

精神心理的支援法を開発する。具体的には、家

族・遺族の精神心理的苦痛に関する内外の知見

を系統的にレビューするとともに、その有病率

と危険因子を同定し、これらをもとに効果的な

スクリーニング方法を開発する。あわせて家族・

遺族の精神心理的負担の軽減に資する介入法の

開発も行う。 
 

Ｂ．研究方法 

本目的を達成するために、次の 3 つの研

究を実施し、研究代表者として、各研究の進

捗を確認し、総括を行った。 
研究Ⅰ【系統的レビューの実施と家族・遺

族及び医療従事者向け支援ガイドの作成】 

研究Ⅱ【つらさを抱える遺族に適切なここ

ろのケアを届けるための体制構築】 

研究Ⅲ【こころの病気予防および回復プロ

グラムの開発】 

 また自身の担当分として、家族・遺族のためのホ

ームページを開設した。加えて、新型コロナウイル

スの影響で研究の一部が予定通り遂行できなかっ

たが、かわりに令和 3 年度（研究 3 年目）後半に

「専門的な治療やケアを要する精神心理的苦痛の

自動評価技術の開発：人工知能を用いた補助診断

システムの確立」の研究を追加し、実施を開始した。 

 

Ｃ．研究結果 

 分担研究者の報告の通りである。 

自身の担当分として、家族・遺族のためのホーム

ページを開設し（https://grief-care.info/）、遺

族体験ビデオを収載するとともに、うつ病のスク

リーニングをホームページ上で実施可能とした。

また心理教育ためのグリーフに関するコンテンツ

の掲載を行うとともに、制作されたがん患者の家

族・遺族に対する効果的な精神心理的支援に関す

るガイドラインをホームページで公開した。 

遺族のための行動活性化療法のアプリを試作し

たが、本アプリに関しては、うつ病治療を念頭に作

成したものであるため、実際に遺族に実施するた

めには、内容を含めて、大幅な変更、改良が必要で

あることが示唆された。 

「専門的な治療やケアを要する精神心理的苦痛

の自動評価技術の開発：人工知能を用いた補助診

断システムの確立」に関してはプロトコールを作

成し、名古屋市立大学大学院医学研究科の倫理委

員会の提出し、委員のコメントを受けて改訂を行

った。 
 

Ｄ．考察 

がん患者の家族および遺族の精神心理的負担

に関する内外の知見をレビューし、先行研究の

エビデンスを概括することで、本研究の目的で

ある家族・遺族の精神心理的負担の実態および

スクリーニング法、介入法開発に関するエビデ

ンスを補完することが可能となるとともに、が

ん対策として今後わが国に必要な取り組みが明
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らかになる。また、家族・遺族の精神心理的苦

痛のスクリーニング法が開発され、有用な介入

法が開発されれば、がん医療全体の質の向上の

みならず、わが国における健康損失（障害調整

生命年:DALYs）の第 11位であるうつ病

（Nomura S, Lancet 2017）や自殺対策に直結

することが期待される。加えて、家族の精神心

理的負担は患者の負担と強い関連が存在するこ

とが知られているため(McLean LM 

Psychooncoogy 2007)、間接的に、患者の不

安、抑うつ軽減にも寄与することになり、がん

対策推進基本計画（平成 30年 3月）に掲げら

れている、がん医療の充実およびがんとの共生

の推進にも寄与することが可能となる。 
 

Ｅ．結論 

わが国に数百万人を超えて存在するがん患者

の家族・遺族への精神心理的負担の軽減は、こ

れまで手付かずであったため、わが国の医療の

全体的な質の向上に資することが期待される。 

以上より、本研究で得られた知見は、がん医

療の質の向上のみならず、5 大疾病の一つとし

て位置付けられている精神疾患対策にもなり、

ひいては、がん患者の家族としてわが国で生活

する多くの国民の生活の質改善に寄与すること

が期待される。 
 

Ｆ．健康危険情報 

  なし 
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